
東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 3

4 4 2 3

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

消防用ホースの保有基準数を確保することにより確実な消防活動を実施できる体制を整えるため必要です。

有効性 ホースの老朽化や活動中の破損、複数の災害発生時に早急な対応ができるため、有効かつ的確な活動へと繋がります。

達成度

警防課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 518 492 0

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

現在の保有数では大規模災害、複数の災害が発生した場合、ホースが不足し対応の遅れが懸念されます。

効率性 消防用ホースの計画的な購入により、保有基準数を確保することで、住民の安心・安全に繋がります。

改　革
計　画

より強固な消防ホースの調査や選択を行い、予算を確保し継続的に更新していく必要があります。

今後の方向性 拡大・充実

老朽化や現場活動中の破損数と比較し更新数が減少傾向にあるため今後も計画的な更新をする必要があります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

火災現場において、迅速かつ的確に消火活動を行うためには、消防用ホース保有基準数を確保する必要があります。予算を確保し
計画的な更新に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 443 417 0

0.012 75 0.012 75 0.000 0

計(Ａ) 443 417 0

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

消防用ホース 更新数 本
11 10 0

11 10

指標名

公的関与

089-964-5217 メールアドレス keiboka@city.toon.ehime.jp

２ 消防・救急体制の充実

事業区分

事業の目的
火災現場で使用する消防用ホースを適切に管理・更新することに
より消火体制の充実と被害の軽減を図るため。

根拠法令等 東温市国土強靭化地域計画・東温市地域防災計画

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

020 1002 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

消防資機材の整備・更新事務

消防用ホースの新規購入及び更新を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市防災計画・東温市国土強靭化地域計画

活動内容

課　　名 警防課 係　　名 警防係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

消防用ホースの修繕等維持管理

消防用ホースの耐圧テスト

消防用ホースの更新事務

達成度を
測る指標



東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

消火栓看板は、火災発生時に水利の場所を示す重要な設備のため必要です。

有効性 水利場所を明確にすることで消火活動の早急な対応へと繋がります。

達成度

警防課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,736 1,050 891

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

消火栓看板は設置数が多いため、老朽化や破損状態の把握が困難です。

効率性 更新計画や看板設置についても効率よく事業が進んでいる状態です。

改　革
計　画

職員の定期的な確認及び各地区消防団員への周知、市民からの要望を継続していくことで効率的な更新を目指します。

今後の方向性 現状維持

計画的な更新が概ねできており、今後も継続していく必要があります。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

消火栓看板は火災発生時において重要な設備であり、効率よく更新ができていると思われます。引き続き看板の状態把握に努め、計
画的に更新してください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 363 363 209

0.220 1,373 0.110 687 0.110 682

計(Ａ) 363 363 209

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

消火栓看板の設置及び更新 新規及び更新数 個
11 10 5

13 5

指標名

公的関与

089-964-5217 メールアドレス keiboka@city.toon.ehime.jp

２ 消防・救急体制の充実

事業区分

事業の目的
火災発生時に使用する水利（消火栓）の位置を示す看板の管理・
更新することにより消火活動の充実を図るため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ２ 安全で快適な社会基盤のまち 政策項目 ５ 消防体制と防災・減災対策の充実

020 1006 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

消防団施設管理費

消火栓看板の設置及び更新を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市防災計画・東温市国土強靭化地域計画

活動内容

課　　名 警防課 係　　名 警防係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

消火栓看板の調査、現地確認

区長との設置についての協議

消火栓看板の設置、更新事務

達成度を
測る指標


